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平成 26 年度     事 業 報 告 書          

                            社会福祉法人明徳福祉会 

【本部】                              

監事監査 26年 5月 8 日 監事 1名 理事長及び園長立会   

理事会  26年 5月 16 日 理事 8名 監事 1名出席 

理事会  26年 11月 29日 理事 8名出席 

理事会  27年 3月 14 日 理事 6名出席 

研修会  26年 1月 15 日 監事研修  

 

《理事会》 

１ 開催日時  平成 26年 5月 16日(金)  

議 事   

第１号議案 平成 25年度事業報告及び収支決算並びに監事監査報告 

第 2号議案 平成 26年度施設会計予算更正(第 1回) 

第 3号議案 山陰保育園バス運行規程の改正 

第 4号議案 積立計画 

第 5号議案 その他（報告事項） 

 

２ 開催日時  平成 26年 11月 29日（土） 

議 事  

第１号議案 給与規程改正 

第 2号議案 26 年度予算更正 

第 3号議案 経理規程改正 

第 4号議案 幼保連携型認定こども園への移行 

第 5号議案 認定こども園長の選任 

第 6号議案 管理規程の改正 

第 7号議案 就業規則の改正 

 

３ 開催日時  平成 27年 3月 14日（土） 

     議 事 

第 1号議案 固定資産について 

第２号議案 平成 26年度予算更正 

第３号議案 職員異動について 

第４号議案 給与規程の改正について 

第 5号議案 平成 27年度事業計画及び収支予算について 

第 6号議案 その他（報告） 
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【施設】 

・定員 50名 

・開所時間  7時から 19時までの 12時間開所。お迎えの時間が 19 時以降になる子どもについて

は、都度対応した。 

 

１．施設事業運営 

 (1) 児童の処遇 

  イ、園児組編成と入所児数 

   ０歳児・1 歳児（もも組） 

２歳児（たんぽぽ組） 

３～５歳児（ すずらん組・こすもす組） 

 

 

  ロ、健康管理 

 日常の保育活動を通じて、保健管理の徹底や衛生環境の整備、嘱託医（内科 2回、歯科

1 回）による健康診断、毎月の身体計測、毎日登園時の健康観察は、個別の清潔及び外傷

の有無の確認、年２回のぎょう虫、尿検査等を実施し、園児の健康状態を把握し保持して

いる。また、日向市から派遣された指導員による歯科指導を受けた。満 4 才以上児には、

フッ素洗口を保護者の承諾の下おこなった。 

ハ、栄養管理 

 保育所における栄養給与目標量算出表等により栄養管理する。また、毎月１回日向市保

育協議会主催の献立作成会議に参加すると共に、毎月の職員会議等でも検討し次のような

ことに留意して、献立を作成している。 

１． 栄養についての配慮は、子どもたちの発育の段階や健康状態、個人差も含めて、質や

量、調理方法を十分考慮している。 

２． 食品選択についての配慮は、その季節の旬の物を取り入れ、常に変化を持たせている。

また、栄養必要量の過不足を招かないために、なるべく多くの食材を取り入れ栄養管

月初め入所
充足率 月 乳児 １～２歳児 ３歳児 以上児 合  計

0.80 ４月 1 18 9 20 48
0.80 ５月 1 18 9 20 48
0.83 ６月 2 18 9 21 50
0.83 ７月 2 18 9 21 50
0.87 ８月 3 18 10 21 52
0.88 ９月 4 18 10 21 53
0.88 10月 4 19 9 21 53

0.90 11月 4 20 9 21 54

0.90 12月 4 20 9 21 54

小  計 25 167 83 187 462

0.93 １月 6 20 9 21 56
0.93 ２月 6 20 9 21 56
0.93 ３月 6 20 9 21 56 329

小  計 18 60 27 63 168

0.88 合  計 43 227 110 250 630 105.00%
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理をしている。 

３． 嗜好に対する配慮については、偏った食生活にならないよう、調理の工夫で、子ども

が嫌いと思われる食品でも、食べることができるようにし、また、味付けは、大人の

ものより薄味にしている。 

ニ、保 育 

 家庭と連携を密にして家庭養育の補完を行い、子どもが健康、安全で情緒の安定した生

活ができる環境を用意し、自己を十分に発揮しながら活動できるように、健全な心身の発

達を図るようにと考え、各年齢児の年間保育計画・年間指導計画・月案・に基づいて、日々

の保育に取り組んでいる。 

ホ、安全管理 

 園児の生命、身体を危険から保護することを目的とし、年間避難訓練計画により、毎月

１回の避難訓練を計画に基づいて実施した。 

 また、不測の事態に備え、必要な救急用の薬品、材料を常備するとともに、救急処置の

意義を正しく理解し、保育士としての処置を熟知するように日向消防署の普通救命講習Ⅰ

の講座に参加し技術の向上に努めた。園児保険加入。地震発生時に備え避難訓練もできる

『地震の見張り番』を購入し、避難訓練に活用した。 

  へ、地域の子育て支援 

     一時預かり保育の総実施数 273日 

     在園児以外の子育て相談は無し 

     園庭開放利用数 14件 

     パパママ応援団を実施するも利用者なし 

     宮崎県赤ちゃんの駅事業協賛 

 (2) 職員の処遇 

  イ、健康管理 

 年１回の健康診断（35歳以上は成人病予防検診、35歳以下は一般健康診断）、給食従事

者は毎月１回、その他の職員は 2ヶ月に 1回の検便を行うが、異常は無かった。また、日々

の健康状態について各職員に申し出るよう伝えてある。 

ロ、労務管理及び待遇 

就業規則及び給与規程等に基づき、公平に労務管理及び待遇を行っている。また、保育所

職員処遇改善事業により処遇改善をおこなった。 

ハ、研 修 

 年度初めに社会福祉人材研修センター事業計画により受講申し込みをし、計画的に受講

している。また、新規雇用職員の研修を実施した。 

ニ、職員会 

毎月１回定期的に行っている。また、クラス代表のリーダー会を週に 1回程度行った。 

ホ、福利厚生 

日向市保育協議会主催による運動会参加。 

インフルエンザ予防接種の補助。 

 (3) 保護者 

  イ、総会及び役員会 

     総会は、3月に行い、役員会は、4・6・9・12月に行った。 

  ロ、一日保育士体験デー 
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  保護者の都合を付けやすいように、年間の実施日一覧表を配布し計画的な参加ができる

よう配慮した。1 日保育士体験で子どもの様子を見ていただいた。 

  ハ、その他 

４・8・２月に以上児・未満児別々の日に保護者クラス会を行った。その際には、子ども

預かりを行い参加しやすく配慮した。また、祖父母招待の行事を 3回開催。 

  (4) その他 

・ 延長保育事業の委託を受けた。 

・ 地域活動事業の委託を受けた 

・ 日向市単独補助事業の法人立保育園運営費補助の決定を受けた 

・ 日向市単独補助事業の園児傷害保険補助の決定を受けた 

・ 地域活動の世代間交流として牧水園・鈴峰園等を訪問した。 

・ 幼年消防クラブ消防出初式参加 

２．施設事業管理 

 (1) 事務関係 

イ、園だより    毎月１回発行 

ロ、給食だより   毎月１回発行 

 (2) 設備関係 

イ、園バス 車検と点検３回及び故障修理 

ロ、地震の見張り番設置 

ハ、パソコン 3 台入れ替え 

(3) 備品関係 

イ、 保育用具    コーナーままごと購入 

              コーナー用棚の購入 

              絵本の整備 

ロ、 給食用具         

           栄養管理ソフトの保守契約 

           厨房機器の保守管理契約 

ハ、 安全管理    警報装置・火災報知機及び消火器の保守管理の契約 

ニ、 事務関係    給与ソフト及び会計・固定資産ソフトの保守契約 

 

【平成 26 年度における苦情等の報告】 

  

苦情等の件数 0 件 

第三者委員への報告 0 件 

結果を公開した件数 0 件 

 

 

【会計】  

(1) 決算報告書（別添Ⅰ） 


